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併願優遇入試Ⅰ・一般入試Ⅰ 入学試験問題 

 

社会（5０分） 

（全 14ページ） 

 

 

 

＜注意＞ 

 
1．試験開始の指示があるまで、この問題冊子・解答用紙を開けては

いけません。 

 

2．試験開始の指示と同時に、解答用紙に受験番号と氏名を記入する

こと。 

 

3．試験開始後、問題冊子がそろっていなかったり、印刷がはっきり

しないところがあったら、手をあげて試験監督に知らせなさい。 

 

4．解答はすべて解答用紙の指定されたところに書きなさい。 
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１ 次の各問いに答えよ。 

〔問１〕 次の地形図は，2017 年の「国土地理院発行 2 万 5 千分の 1 地形図（八日

市）」の一部で，地形図中の A～C の● は，それぞれ●の地点から  の方

向に向かって写真を撮影したことを表している。地形図中 A～C の地点から撮

影された写真として適当でないものは，次のページのア～エのうちではどれか。 
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〔問２〕 次の文章で述べている文化遺産に当てはまるのは，下のア～エのうちのど

れか。 

 

 

 

 

 

ア 平等院鳳凰堂  イ 中尊寺金色堂  ウ 法隆寺夢殿  エ 東大寺大仏殿 

 

〔問３〕 次の文章で述べている司法機関に当てはまるのは，下のア～エのうちのど

れか。 

 

 

ア 地方裁判所   イ 家庭裁判所   ウ 高等裁判所   エ 簡易裁判所 

 

  

ア イ 

ウ エ 

岩手県西
にし

磐
いわ

井
い

郡平泉町にある平安時代後期建立の仏堂である。奥州藤原氏初

代藤原清衡が 1124 年に建立したもので，平安時代の浄土教建築の代表例のひと

つであり，当代の技術を集めたものとして国宝や世界遺産に指定されている。 

須
しゅ

弥
み

壇
だん

内には，藤原清衡，基衡，秀衡の御神体化した遺体と泰衡の首
しゅ

級
きゅう

が納

められている。 

下級裁判所のうち最上位に位置し，全国 8 か所に設置され，原則として第二

審を取り扱う。 
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２ 次の各問に答えよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔問１〕 次のⅠの文章は，略地図中に   で示した A～D のいずれかの国の様子

についてまとめたものである。Ⅱのア～エのグラフは，A～D のいずれかの国

の最も人口が多い都市の，年平均気温と年降水量及び各月の平均気温と降水量

を示したものである。Ⅰの文章で述べている国に当てはまるのは，略地図中 A

～D のうちのどれか。また，その国の最も人口が多い都市のグラフに当てはま

るのは，Ⅱのア～エのうちのどれか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 

Ⅰ この国で最も人口が多い都市は沿岸部にあるが，首都は内陸部に位置する計画

都市である。人口最大都市の港湾部には，1973 年に建築され，2007 年に世界文化

遺産に登録された建築物がある。20 世紀初頭から，白人を優遇する政策がとられ

てきたが，1970 年代後半以降，先住民や移民を含めた多様な文化を認め，それぞ

れの文化を高めて行く政策が実施されている。 

ア イ ウ エ 

A 

B 

C 

D 

Q 

P 

R 

S 

W 

X 

Y 

Z 

年平均気温   20.0℃ 
年降水量      544mm 

 

年平均気温   18.6℃ 
年降水量      973mm 

 

年平均気温   13.6℃ 
年降水量      700mm 

 

年平均気温   14.9℃ 
年降水量      416mm 

 

（気象庁ホームページより作成） 
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〔問２〕 次のグラフは，略地図中 P～S のいずれかの国の 2020 年における 0～14

歳，15～64 歳，65 歳以上の年齢別人口構成について示したものである。P～S

のそれぞれの国に当てはまるのは，下のア～エのうちではどれか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

〔問３〕 次のⅠの表は，略地図中に     で示した W～Z のいずれかの国の 2020

年における輸出額と輸入額の総額，輸出および輸入額が多い上位 5 位までの貿

易相手国とその割合を示したものである。Ⅱの文章は，略地図中の W～Z のい

ずれかの国について述べたものである。Ⅱの文章で述べている国に当てはまる

のは，略地図中の W～Z のうちのどれか。また，Ⅰの表のア～エのうちのどれ

か。 

 
総額 

（百万ドル） 

貿易相手国と割合（％） 
（上段が輸出、下段が輸入） 

1 位  2 位  3 位  4 位  5 位  

ア 
38,877 中華人民共和国 27.8 オーストラリア 13.6 アメリカ合衆国 11.0 日本 5.9 韓国 2.9 

37.098 中華人民共和国 22.6 オーストラリア 12.1 アメリカ合衆国 9.7 日本 5.7 韓国 4.9 

イ 
35,191 イタリア 16.0 フランス 12.6 スペイン 11.7 アメリカ合衆国 9.9 ブラジル 6.0 

46,053 中華人民共和国 19.3 フランス 10.0 イタリア 8.7 ドイツ 7.5 スペイン 7.3 

ウ 
22,329 アメリカ合衆国 30.2 中華人民共和国 13.0 パナマ 8.6 チリ 6.7 ペルー 4.3 

20,277 アメリカ合衆国 21.7 中華人民共和国 18.9 コロンビア 7.9 パナマ 5.1 ブラジル 4.4 

エ 
169,658 ドイツ 9.4 イギリス 6.6 アメリカ合衆国 6.0 イラク 5.4 イタリア 4.8 

219,514 中華人民共和国 10.5 ドイツ 9.9 ロシア 8.1 アメリカ合衆国 5.3 イタリア 4.2 

 

  

首都の標高は 2,794ｍと非常に高い。かつてスペインの植民地であったこともあ

り，公用語はスペイン語で，多くの人がキリスト教のカトリックを信仰している。

沖合の島々は，最初に世界自然遺産に登録されており，貴重な観光資源となってい

る。国名は，この国を通過する緯線が由来となっている。 

ア 

イ 

ウ 

エ 

  0～14歳 
12.4％ 

15～64歳 
59.2％ 

 65歳以上 
28.4％ 

28.8 65.7 5.5 

17.7 63.7 18.7 

24.4 64.2 11.4 

0 20 40 60 80 100％ 
（注）四捨五入をしているため，年齢別人口構成を合計したものは 100％にならない場合がある。 

 
（「データブック オブ・ザ・ワールド」2022 年版より作成） 

 

（「地理統計」2022 年版より作成） 

 

Ⅰ 

Ⅱ 

（注）ウの統計は，2019 年。 
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３ 次の略地図を見て，あとの各問に答えよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔問１〕 次の表のア～エは，略地図中に     で示した，A～D のいずれかの県の

2019 年における外国人延べ宿泊者数と，観光に関する様子についてまとめた

ものである。略地図中の A～D のそれぞれの県に当てはまるのは，次の表のア

～エのうちではどれか。 

 

 外国人延べ
宿泊者数 
（人） 

観光に関する様子 

ア 3,577,060 

○西部に位置する県庁所在地には，天下統一を成し遂げた

武将の命令により，大規模に拡張された城郭がある。天

守閣の 鯱
しゃちほこ

は，シンボルとなっている。 

○2005 年に開催された日本国際博覧会の会場跡地に，アニ

メ映画の世界を表現したテーマパークが，2022 年にオー

プンした。 

A 
B 

Ｃ

C 

D 

P 

Q 

R 

S 
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イ 727,850 

○中央部に位置する火山は，県を象徴する存在ともなってい
る。県庁所在地の繁華街で売られている，動物の名前をと
ったアイスは人気がある。 

○南部の島は世界遺産に登録されており，自然環境について
学ぶ場としても大変貴重で，国内外から多くの旅行者を集
めている。 

ウ 2,956,530 

○西部に位置する湖の周囲には日本有数の温泉街があり，多
くの観光客が訪れる。この温泉街がコースとなる陸上競技
は，1 月の恒例行事となっている。 

○東部に位置する県庁所在地には中華街があり，多くの観光
客を集めている。 

エ 1,301,160 

○南西部の都市には，日本で初めて世界文化遺産に登録され
た城郭がある。南東部に位置する県庁所在地は，異国情緒
が残る貿易港として知られている。 

○冬，雪が多く降る北部の山地には，多くのスキー場があ
る。また，標高 350ｍを超える山頂部に築かれた城郭は，
「天空の城」とも呼ばれている。 

 

 

〔問２〕 次のⅠの表のア～エは，略地図中 P～S のいずれかの道県の 2019 年におけ

る製造品出荷額，食料品出荷額，パルプ・紙・紙加工品出荷額，鉄鋼出荷額，

輸送機械出荷額についてまとめたものである。Ⅱの文章は，略地図中 P～S の

いずれかの道県について述べたものである。Ⅱの文章で述べている道県に当て

はまるのは，略地図中の P～S のうちどれか。また，Ⅰの表のア～エのうちの

どれか。 
 

  

 食料品 
出荷額 

（億円） 

パルプ・紙・ 
紙加工品 

出荷額（億円） 

鉄鋼 
出荷額 

（億円） 

輸送機械 
出荷額 

（億円） 

ア 172,749 23,604 8,729 2,202 42,907 

イ 99,760 16,531 941 9,783 33,547 

ウ 61,336 24,740 3,880 3,967 3,845 

エ 90,522 11,965 921 2,712 33,532 

 

 

 

 

 

 

 

〔問３〕 次のページのⅠとⅡの地形図は，千葉県船橋市と習志野市の 1969 年と

2009 年の「国土地理院発行 2 万 5 千分の 1 地形図（習志野）」の一部であ

る。Ⅲの文章は，ⅠとⅡの地形図を比較して述べたものである。Ⅲの文章のＷ

～Ｚのそれぞれに当てはまるのは，下のアとイのうちではどれか。 

（観光庁「宿泊旅行統計調査」，県観光協会のホームページなどより作成） 

 

県や市町村が工業団地を造り，積極的に工場を誘致したこともあり，多くの

工場が進出した。また，高速道路が整備されたことも一因であり，より近隣の

貿易港から，工業製品を輸出するようにもなった。工場では，外国籍の日系人

も多く働いており，特に日系ブラジル人が多い町では，異なる文化をもつ人々

が暮らしやすいまちづくりに取り組んでいる。 

Ⅱ 

Ⅰ 

（「地理統計」2022 年版より作成） 

 

製造品 
出荷額 

（億円） 
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 Ｗ  ア 干拓   イ 埋め立て     Ｘ  ア 西    イ 東 

 Ｙ  ア 交番   イ 消防署      Ｚ  ア 博物館  イ 図書館 

 

 

 

  

２つの地図を比べると， Ｗ  によって南側に土地が広がっており，谷津干

潟は陸地に取り囲まれるようになってしまった。競馬場がある船橋市と，谷津

干潟がある習志野市の市境は， Ｗ  によって土地が南側に広がったことによ

り，大きく  Ｘ  側に移動している。また，住宅地が増えたことも影響して

か，駅の南側には  Ｙ  が設けられており，さらには病院も増えている。

「やつ」駅の北東側約 500ｍには，新たに  Ｚ  ができている。 

（1969 年） 

 

（2009 年） 

 

Ⅱ Ⅰ 

Ⅲ 
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問題は次のページに続きます。 
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４ 次の略年表を見て，あとの各問に答えよ。 

西暦 出来事 

710 

 

1232 

 

1615 

 

1889 

 

1946 

●大宝律令が定められた。 

        

●御成敗式目が定められた。 

        

●(1)武家諸法度が定められた。 

        

●(2)大日本帝国憲法が発布された。 

        

●日本国憲法が公布された。 

〔問１〕(1)武家諸法度が定められた。 に関連して，江戸幕府はこの後もさまざまな法

整備を進め，外交についてはいわゆる鎖国令を相次いで制定し，しだいに外国

との交易を制限するようになった。次のア～エは江戸幕府の外交の変
へん

遷
せん

を述べ

たものである。時期の古いものから順に記号を並べよ。 

ア ポルトガル船の来航を禁止する。 

イ 幕領にキリスト教禁止令（禁教令）を出す。 

ウ 平戸のオランダ商館を長崎の出島に移す。 

エ 日本人の海外渡航・帰国を全面的に禁止する。 

 

〔問２〕次の文章は，略年表中のア～エのいずれかの時期における，キリスト教に関し

てヨーロッパでおこったことについてまとめたものである。次の文章で述べて

いる時期に当てはまるのは，略年表中のア～エの時期のうちではどれか。 

 

 

 

 

 

〔問３〕(2)大日本帝国憲法が発布された。 とあるが，憲法制定は，板垣退助らが 1874

（明治７）年に始めた自由民権運動の高まりがきっかけであった。下の資料は，

板垣らが政府へ提出したものである。この資料の名称は下のア～エではどれか。 

 私どもがつつしんで，現在政権がどこにあるかを考えてみますところ，上は

皇室にあるのではなく，ただ官僚に独占されております。…国家が崩壊しそう

な勢いにあることを救う方法を求めてみましたが，ただ天下の公
こう

議
ぎ

世
よ

論
ろん

をのば

すしかありません。（部分要約） 

ア 五日市憲法        イ 東洋大日本国国憲按    

ウ 民撰議院設立の建白書   エ 自由党宣言 

ア 

ローマ教皇が大聖堂建築のための資金を得ようとして免罪符（贖
しょく

宥
ゆう

状
じょう

）を売

り出すと，ドイツではルターが，スイスではカルバンが宗教改革を始めた。この

教えを受け入れた人々はプロテスタントと呼ばれた。一方，カトリック教会の内

部からも改革運動がおこり，イエズス会が創立されるなど海外への布教に積極

的に乗り出した。 

イ 

ウ

ア 
エ 
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〔問４〕 大日本帝国憲法や帝国議会に関する文として適切なものは，下のア～エの

うちではどれか。 

ア 華族や士族だけに帝国議会議員の選挙権が与えられた。 

イ 帝国議会は，参議院と衆議院の二つの議院から成り立っていた。 

ウ この憲法では，言論・出版などの自由は法律の範囲内で認めると定めていた。 

エ 主権が国民にあることを宣言し，この憲法が定められた。 

  



11 

 

５ 次の資料は，ある中学生が自分の将来について，社会科で学習したことがらをふ

まえてまとめたものである。この資料を読み，あとの各問に答えよ。 

資料 

年齢 ことがら 

15歳 
17歳 
20歳 
22歳 
30歳 
31歳 
40歳 
50歳 
65歳 

●中学校を卒業し，(1)義務教育を終了する。 
●高等学校の「総合的な学習の時間」で (2)消費者問題を学習する。 
●初めて (3)国会議員を選ぶ選挙に参加し，投票する。 
●就職し，所得税を納めるようになる。 
●アメリカに留学し，経営学を学ぶ。 
●結婚し，(4)子どもが生まれる。 
●高齢社会を支えるために，介護保険料を払いはじめる。 
●退職し，銀行から資金を借りてベンチャー企業を設立する。 
●ＮＧＯ（非政府組織）にボランティアとして参加する。 

〔問１〕 (1)義務教育 は，日本国憲法が保障する教育を受ける権利を実現するための

ものである。教育を受ける権利が含まれる日本国憲法が保障する基本的人権は，

下のア～エのうちではどれか。 

ア 社会権   イ 平等権   ウ 参政権   エ 自由権 

 

〔問２〕 (2)消費者問題 について，消費者の権利を守るために，1994 年に我が国で

制定された法律は，下のア～エのうちのどれか。 

ア 環境基本法   イ 独占禁止法   ウ 製造物責任法（ＰＬ法）   エ 情報公開法 

 

〔問３〕 (3)国会議員を選ぶ選挙 について述べた文として正しいものは，次のア～エ

のうちのどれか。 

ア 参議院議員選挙は，補欠選挙の場合を除き，4 年ごとに行われる。 

イ 衆議院議員選挙は，都道府県を単位とする選挙区で行われる。 

ウ 比例代表制では，得票数に関係なく各政党から一人は必ず選出される。 

エ 小選挙区制では，一つの選挙区から一人の議員が選出される。 

 

〔問４〕 (4)子どもが生まれる。 とあるが，次のⅠの A～E は，令和４年の第 208 通

常国会で，保育や子育てなどを総合的に支援するために「こども家庭庁」を設置

する法案が成立し，その後，公布されるまでの経過を示したものである。Ⅱの文

で述べていることが行われたのは，Ⅰのア～エのうちではどれか。                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A 第 204 回通常国会が開催される。（1 月 17 日） 
 
B 法律案が内閣で閣議決定され，国会に提出される。（2 月 25 日） 
 
C 衆議院の本会議で法律案が可決される。（5 月 13 日） 
     
D 参議院の本会議で法律案が可決される。（6 月 15 日） 
    
E 内閣の助言と承認により，天皇が法律を公布する。（6 月 22 日） 

（衆議院，参議院，内閣府のホームページより作成） 

衆議院の予算委員会で，保育や子育ての現状について，公聴会が開かれた。招か

れた大学教授や財団研究所主幹らが，議員から質問を受けた。 

ア 

イ 

ウ 

エ 

Ⅰ 

Ⅱ 



12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題は次のページに続きます。 



13 

 

６ 次の資料を見て，あとの各問に答えよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔問１〕 上のⅠの図は，国連の組織について示したものである。Ⅱの年表は，国連

と日本に関する出来事についてまとめたものである。 (1)安全保障理事会 とあ

るが，現在，その常任理事国は5か国ある。常任理事国でない国は，下の略地図

中のア～エのうちではどれか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔問２〕 (2)専門機関 とあるが，Ⅲの文章は，2018 年の新聞記事の一部を抜き出し

たものである。文中の  A  にあてはまる国連の機関は，下のア～エのうち

ではどれか。 

 

 

 

 

ア ＵＮＨＣＲ   イ ＷＨＯ   ウ ＵＮＥＳＣＯ   エ ＦＡＯ 

西暦 国連と日本に関する出来事 

1945 

 

1951 

 

1956 

 

1958 

 

2011 

●国際連合が，加盟国51か国によ

り発足する。 

●日本と連合国の間に (3)サンフラ

ンシスコ平和条約 が結ばれる。 

●日本の加盟が認められ，日本は

国際社会に復帰する。 

●日本がはじめて非常任理事国に

選出される。 

●南スーダンが加盟し，国連の加

盟国が193か国になる。 

 

国際司法裁判所 信託統治理事会 

経済社会理事会 

総  会 

(2)専門機関 

(1)安全保障理事会 事務局 

ア 

イ 

ウ 

エ 

Ⅰ Ⅱ 

バーレーンで開かれている  A  の世界遺産委員会は 30 日，「長崎と天草

地方の潜
せん

伏
ぷく

キリシタン関連遺産」（長崎，熊本両県）を世界文化遺産に登録す

ることを決めた。国内の文化遺産は昨年の「沖ノ島」に続き 18 件目。自然遺産

とあわせると 22 件となる。      (朝日新聞デジタル 2018 年 6 月 30 日) 

Ⅲ 
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〔問３〕 (3)サンフランシスコ平和条約 とあるが，次の A～D はこの条約が締結され

た後の日本の外交に関する出来事について述べたものである。時期の古いもの

から順に記号を並べてあるのは，下のア～エのうちではどれか。 

A 沖縄が日本に返還される。 

B 日韓基本条約が結ばれる。 

C 日中平和友好条約が結ばれる。 

D 日本とソ連の国交が回復する。 

ア D→C→B→A  イ B→C→D→A  ウ D→B→A→C  エ B→D→A→C 

 

 

  

 


